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1. 平成28年3月期の連結業績（平成27年4月1日～平成28年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。 
   なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期 32,079 △0.6 5,913 3.7 4,022 31.5
27年3月期 32,248 △0.2 5,702 11.9 3,057 3.8

（注）包括利益 28年3月期 △1,153百万円 （―％） 27年3月期 17,497百万円 （700.4％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率 総資産経常利益率
経常収益経常利益

率
円 銭 円 銭 ％ ％ ％

28年3月期 18.64 18.58 3.6 0.3 18.4
27年3月期 14.21 14.18 2.9 0.3 17.6

（参考） 持分法投資損益 28年3月期 33百万円 27年3月期 47百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期 1,922,954 109,647 5.6 501.22
27年3月期 1,916,648 111,574 5.7 512.34

（参考） 自己資本 28年3月期 108,293百万円 27年3月期 110,333百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

28年3月期 △4,496 △12,398 △6,929 33,706
27年3月期 31,598 △9,014 △12,039 57,572

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

27年3月期 ― 2.00 ― 2.50 4.50 974 31.6 0.9
28年3月期 ― 2.00 ― 3.00 5.00 1,082 26.8 0.9
29年3月期(予想) ― 2.00 ― 2.00 4.00 28.7

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 14,500 △5.7 1,800 △40.9 1,300 △50.1 6.02
通期 29,300 △8.7 4,300 △27.3 3,000 △25.5 13.90



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期 217,459,581 株 27年3月期 217,459,581 株
② 期末自己株式数 28年3月期 1,399,625 株 27年3月期 2,107,794 株
③ 期中平均株式数 28年3月期 215,714,817 株 27年3月期 215,008,152 株

（参考）個別業績の概要 

1. 平成28年3月期の個別業績（平成27年4月1日～平成28年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権)を期末資産の部合計で除して算出しております。 
   なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期 31,164 △0.3 5,494 5.7 3,801 35.7
27年3月期 31,241 0.0 5,195 14.1 2,800 4.5

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純
利益

円 銭 円 銭

28年3月期 17.62 17.56
27年3月期 13.02 12.99

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期 1,918,530 106,515 5.5 492.32
27年3月期 1,912,276 107,555 5.6 499.00

（参考） 自己資本 28年3月期 106,372百万円 27年3月期 107,461百万円

2. 平成29年 3月期の個別業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表および財務諸表の監査手続は終了しておりません。なお、会社法に基づく連結
計算書類および計算書類の監査手続は終了し、適正である旨の監査報告書を受領しております。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

経常収益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 14,000 △6.1 1,700 △40.1 1,200 △51.9 5.56
通期 28,300 △9.2 4,000 △27.2 2,900 △23.8 13.44
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１．経営成績 

(1)経営成績に関する分析 

（当期の経営成績） 

○経済・金融の動き 

当期における国内経済を振り返りますと、期前半は、雇用や所得環境の改善が続く中で景気

は緩やかな回復基調にありましたが、期後半より海外経済の不確実性の高まりや、為替や金利

等の金融市場が変動した影響等により国内景気は一部で弱さがみられました。 

当地区におきましても、設備投資が増加し、雇用や所得環境の改善などにより個人消費も底

堅い動きがみられましたが、自動車関連での生産停止の影響や新興国経済の減速もあり輸出が

伸び悩む等、景気持ち直しの動きは一服しております。 

こうした中、金融情勢につきましては、日本銀行によるマイナス金利付き量的・質的金融緩

和の導入を受けて、２月下旬以降の長期金利はマイナス圏で推移し、期末にはマイナス 0.05%

前後となりました。また、オーバーナイト物金利は、２月下旬より概ねマイナス 0.02%～0.00%

で推移しました。株式市場におきましては、年度前半の日経平均株価は堅調に推移していまし

たが、８月下旬の世界同時株安からは一進一退ながらも下落方向に転じ、年度末の終値は前年

度末比 2,448円下落の 16,758 円となりました。 

 

○当行および当行グループの業績  

このような金融経済情勢の下、当行は平成 27 年４月よりスタートさせた第 16 次中期経営計

画に基づき、様々な施策を展開し、地域での存在感の向上と地域金融機関としての企業価値の

向上に努めてまいりました。 

このような取組みの結果、当行の業績は次の通りとなりました。 

収益面につきましては、利回り低下による貸出金利息の減少を主因に、経常収益は前期比１

億 69 百万円減少し 320 億 79 百万円となりました。経常費用は預金利回りの低下による支払利

息の減少や、国債等債券売却損の減少などにより、前期比３億 80 百万円減少し 261 億 65 百万

円となりました。以上の結果、経常利益は前期比２億 11 百万円増加し 59 億 13 百万円、親会

社株主に帰属する当期純利益は前期比９億 65 百万円増加し 40億 22 百万円となりました。 

 

○当行および当行グループの業績見通し 

平成 29年３月期の業績見通しについては、以下の内容を見込んでおります。 

通期の連結ベースの経常収益は 293 億円、経常利益は 43 億円、親会社株主に帰属する当期

純利益は 30 億円を見込んでおります。また、銀行単体の経常収益は 283 億円、経常利益は 40

億円、当期純利益は 29億円を見込んでおります。 

 

(2)財政状態に関する分析 

連結ベースでの主要な勘定の動きは以下のとおりとなりました。 

資産の部では、貸出金は、中小企業や個人のお客さまからの資金ニーズに積極的にお応えし

たことから、前期比 135 億 28 百万円増加し、期末残高は１兆 2,742 億 53 百万円となりました。

また、有価証券は、市況回復に対応し社債等の残高を積み増した結果、期末残高は前期比 95 億

60 百万円増加し 5,764 億３百万円となりました。 

一方、負債の部では、預金は、各種キャンペーンの実施や魅力ある商品の提供によりお客さ

まの資金運用ニーズにお応えした結果、期中 16 億 74 百万円増加し、期末残高は１兆 7,112 億

53 百万円となりました。 

 

当期における連結キャッシュ・フローにつきまして、営業活動によるキャッシュ・フローは、

貸出金の増加を主な要因として 44 億 96 百万円の支出となりました。投資活動によるキャッシ

ュ・フローは、有価証券の取得による支出を主な要因として 123 億 98 百万円の支出となりまし

た。また、財務活動によるキャッシュ・フローは、劣後特約付社債の償還による支出を主な要

因として 69 億 29百万円の支出となりました。 

これらの結果、現金及び現金同等物の当期末残高は前期末比 238 億 66 百万円減少し、337 億

６百万円となりました。 
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(3)利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当 

利益配分につきましては、銀行の社会性・公共性に鑑み、健全経営の観点から内部留保の充

実に留意しつつ、株主の皆さまに対し、安定的・継続的な配当を維持していくことを基本方針

としております。 

こうした基本方針に基づき、当期の配当金につきましては、業績の回復を踏まえ、期末配当

を１株につき３円とし、中間配当２円と合わせて、１株につき５円とさせていただく予定です。 

次期の配当金につきましては、平成 29 年３月期の業績予想を踏まえ、年間で４円とする予定

であります。 

 

２．企業集団の状況 

当行および当行の関係会社は、当行、連結子会社４社および関連会社（持分法適用関連会社）１

社で構成され、銀行業務を中心に、クレジットカード業務、リース業務など金融サービスに係る事

業を行い、お客さまのさまざまなニーズにお応えできる体制を整えております。 

以上の事項を事業系統図によって示しますと、次のとおりであります。 

なお、当行グループは銀行業の単一セグメントであるため、連結子会社および持分法適用関連会

社について銀行業務に関連して行っている事業の内容を記載しております。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本店等88ヵ店 株
式
会
社
中
京
銀
行 

中京ビジネスサービス株式会社 

連結子会社４社 
株 式 会 社 中 京 カ ー ド 

持分法適用 
関連会社 １社 

中 京 総 合 リ ー ス 株 式 会 社 

中京ファイナンス株式会社 

キキョウサービス株式会社 

〔 不 動 産 調 査 業 務 〕 

〔クレジットカード・信用保証業務〕 

 

〔 集 金 代 行 業 務 〕 

〔 不 動 産 管 理 業 務 〕 

〔 リ ー ス 業 務 〕 
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３．経営方針 

(1)会社の経営の基本方針 

当行は、地域の中小企業や個人のお客さまに対し、良質で利便性の高い金融サービスを提供

しつづける中で、地域での存在感の向上と地域金融機関としての企業価値向上を図っていくこ

とを経営の基本方針として、透明性の高い企業活動により健全性の向上と地域社会の発展に貢

献してまいります。 

 

(2)中長期的な会社の経営戦略 

当行では、地域金融機関としての強みを一層発揮し、将来の盤石な経営基盤を確立するため、

平成 27 年４月から平成 30 年３月を推進期間とする第 16 次中期経営計画をスタートさせました。 

目標とする経営指標および平成 28 年３月期の実績は以下の通りです。 

・融資事業先数：平成 30 年３月末目標 15,500 先、平成 28 年３月末実績 14,367 先 

・中小企業向け融資残高：平成 29 年度下期・期中平均残高目標 7,000 億円、平成 27 年度 

下期・期中平均残高実績 6,770 億円 

・一般住宅ローン残高：平成 29 年度下期・期中平均残高目標 2,900 億円、平成 27 年度 

下期・期中平均残高実績 2,835 億円 

・女性管理職の比率：平成 30 年３月末目標 15％、平成 28 年３月末実績 9.24% 

 

(3)会社の対処すべき課題 

我が国経済は、雇用や所得環境の改善傾向が続く中で、原油価格下落の影響や各種政策効果

の下支えにより緩やかに回復しておりますが、一方で、海外景気の下振れ、原材料価格や為

替・株価の変動、マイナス金利の継続といった不安要因もあり、先行きは不透明な状況です。 

また、当行の主要な営業地域である愛知県には、他県の地域金融機関の進出が続くなど、金

融機関間の競争も一段と厳しさを増しており、こうした状況は今後も続くものと予想されます。 

更に、中長期的には、少子高齢化やグローバル化の進展に伴う国内外の市場の変化への対応

など、多くの課題があるものと認識しております。 

このような厳しい経営環境のもと、当行は“いちばんに相談したい銀行”を経営の基本コン

セプトに掲げ、第 16 次中期経営計画では、“感謝の心で地域にこたえる”をテーマとして、各

種施策に取り組んでまいります。 

その基本戦略は、①人材基盤：人材育成と女性の活躍推進、②顧客基盤：地域経済への貢献

に向けた営業力強化、③財務基盤：経営効率の改善による体質強化、の３つで構成しておりま

す。 

この基本戦略に基づき、諸施策を推進し、多様化する地域のお客さまのニーズに感謝の気持

ちをもってお応えすることで、金融サービスを通じて地域経済の発展や活性化に貢献してまい

る所存です。 

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当行グループは、連結財務諸表の期間比較可能性および国内の同業他行との比較可能性を考慮し、

会計基準につきましては日本基準を適用しております。なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国

内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表
 

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

現金預け金 58,020 34,217 

商品有価証券 195 － 

有価証券 566,843 576,403 

貸出金 1,260,725 1,274,253 

外国為替 6,120 7,542 

その他資産 10,431 10,947 

有形固定資産 21,290 20,814 

建物 3,819 3,771 

土地 15,605 14,849 

リース資産 604 1,552 

その他の有形固定資産 1,261 640 

無形固定資産 3,592 4,141 

ソフトウエア 527 1,624 

リース資産 2,988 2,440 

その他の無形固定資産 77 76 

繰延税金資産 605 1,042 

支払承諾見返 6,075 5,219 

貸倒引当金 △17,251 △11,628 

資産の部合計 1,916,648 1,922,954 

負債の部    

預金 1,709,579 1,711,253 

コールマネー及び売渡手形 15,000 10,000 

借用金 13,807 32,350 

外国為替 13 85 

社債 20,000 15,000 

その他負債 24,245 23,628 

賞与引当金 748 731 

退職給付に係る負債 3,882 4,913 

睡眠預金払戻損失引当金 396 375 

偶発損失引当金 769 546 

繰延税金負債 7,574 6,537 

再評価に係る繰延税金負債 2,982 2,664 

支払承諾 6,075 5,219 

負債の部合計 1,805,073 1,813,306 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

純資産の部    

資本金 31,844 31,844 

資本剰余金 23,184 23,184 

利益剰余金 21,635 24,892 

自己株式 △542 △379 

株主資本合計 76,122 79,542 

その他有価証券評価差額金 28,987 24,919 

繰延ヘッジ損益 △267 △424 

土地再評価差額金 5,562 5,484 

退職給付に係る調整累計額 △71 △1,227 

その他の包括利益累計額合計 34,211 28,751 

新株予約権 93 142 

非支配株主持分 1,147 1,211 

純資産の部合計 111,574 109,647 

負債及び純資産の部合計 1,916,648 1,922,954 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
 

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

経常収益 32,248 32,079 

資金運用収益 23,659 22,781 

貸出金利息 16,321 15,265 

有価証券利息配当金 7,174 7,375 

コールローン利息及び買入手形利息 0 0 

預け金利息 36 46 

その他の受入利息 126 93 

役務取引等収益 5,649 5,749 

その他業務収益 1,976 2,108 

その他経常収益 963 1,439 

貸倒引当金戻入益 22 － 

償却債権取立益 4 2 

その他の経常収益 936 1,437 

経常費用 26,545 26,165 

資金調達費用 2,210 2,078 

預金利息 1,481 1,367 

コールマネー利息及び売渡手形利息 0 0 

債券貸借取引支払利息 3 0 

借用金利息 13 29 

社債利息 392 224 

その他の支払利息 319 455 

役務取引等費用 1,610 1,744 

その他業務費用 2,349 1,935 

営業経費 19,356 19,091 

その他経常費用 1,018 1,315 

貸倒引当金繰入額 － 150 

その他の経常費用 1,018 1,164 

経常利益 5,702 5,913 

特別利益 17 157 

固定資産処分益 17 157 

特別損失 472 621 

固定資産処分損 31 19 

減損損失 441 602 

税金等調整前当期純利益 5,247 5,449 

法人税、住民税及び事業税 609 99 

法人税等調整額 1,502 1,261 

法人税等合計 2,112 1,360 

当期純利益 3,134 4,088 

非支配株主に帰属する当期純利益 77 66 

親会社株主に帰属する当期純利益 3,057 4,022 
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（連結包括利益計算書）
 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当期純利益 3,134 4,088 

その他の包括利益 14,362 △5,242 

その他有価証券評価差額金 13,588 △4,061 

繰延ヘッジ損益 △64 △156 

土地再評価差額金 304 139 

退職給付に係る調整額 522 △1,156 

持分法適用会社に対する持分相当額 12 △7 

包括利益 17,497 △1,153 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 17,417 △1,218 

非支配株主に係る包括利益 80 65 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 31,844 23,184 20,054 △707 74,375 

会計方針の変更による累積
的影響額     △388   △388 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

31,844 23,184 19,666 △707 73,987 

当期変動額           

剰余金の配当     △974   △974 

親会社株主に帰属する当期
純利益     3,057   3,057 

自己株式の取得       △12 △12 

自己株式の処分     △4 177 172 

土地再評価差額金の取崩     △108   △108 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 1,969 165 2,134 

当期末残高 31,844 23,184 21,635 △542 76,122 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 
非支配株主
持分 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ損
益 

土地再評価
差額金 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 15,389 △203 5,150 △593 19,742 43 1,068 95,230 

会計方針の変更による累積
的影響額       －       △388 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

15,389 △203 5,150 △593 19,742 43 1,068 94,842 

当期変動額                 

剰余金の配当               △974 

親会社株主に帰属する当期
純利益               3,057 

自己株式の取得               △12 

自己株式の処分               172 

土地再評価差額金の取崩               △108 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

13,598 △64 412 522 14,468 50 79 14,597 

当期変動額合計 13,598 △64 412 522 14,468 50 79 16,732 

当期末残高 28,987 △267 5,562 △71 34,211 93 1,147 111,574 
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当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 31,844 23,184 21,635 △542 76,122 

当期変動額           

剰余金の配当     △974   △974 

親会社株主に帰属する当期
純利益     4,022   4,022 

自己株式の取得       △5 △5 

自己株式の処分     △9 168 158 

土地再評価差額金の取崩     218   218 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 - - 3,256 163 3,419 

当期末残高 31,844 23,184 24,892 △379 79,542 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 
非支配株主
持分 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ損
益 

土地再評価
差額金 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 28,987 △267 5,562 △71 34,211 93 1,147 111,574 

当期変動額                 

剰余金の配当               △974 

親会社株主に帰属する当期
純利益               4,022 

自己株式の取得               △5 

自己株式の処分               158 

土地再評価差額金の取崩               218 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△4,067 △156 △78 △1,156 △5,459 48 63 △5,346 

当期変動額合計 △4,067 △156 △78 △1,156 △5,459 48 63 △1,926 

当期末残高 24,919 △424 5,484 △1,227 28,751 142 1,211 109,647 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
 

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 5,247 5,449 

減価償却費 1,227 1,345 

減損損失 441 602 

持分法による投資損益（△は益） △47 △33 

貸倒引当金の増減（△） △2,061 △5,623 

賞与引当金の増減額（△は減少） 15 △16 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △271 △629 

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） 31 △21 

偶発損失引当金の増減額（△は減少） △104 △223 

資金運用収益 △23,659 △22,781 

資金調達費用 2,210 2,078 

有価証券関係損益（△） 369 △617 

為替差損益（△は益） △6,895 3,911 

固定資産処分損益（△は益） 14 △137 

貸出金の純増（△）減 △36,288 △13,527 

預金の純増減（△） 57,247 1,674 

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減

（△） 
3,196 18,543 

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 6 △64 

コールマネー等の純増減（△） 15,000 △5,000 

外国為替（資産）の純増（△）減 1,055 △1,422 

外国為替（負債）の純増減（△） 4 71 

その他の資産の増減額（△は増加） △1,380 50 

その他の負債の増減額（△は減少） 2,294 △649 

資金運用による収入 16,506 15,413 

資金調達による支出 △2,050 △2,076 

小計 32,109 △3,683 

法人税等の支払額 △720 △1,035 

法人税等の還付額 210 221 

営業活動によるキャッシュ・フロー 31,598 △4,496 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の取得による支出 △110,341 △106,185 

有価証券の売却による収入 42,452 18,801 

有価証券の償還による収入 54,613 69,234 

投資活動としての資金運用による収入 6,034 6,399 

有形固定資産の取得による支出 △1,508 △437 

有形固定資産の売却による収入 47 1,001 

無形固定資産の取得による支出 △313 △1,212 

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,014 △12,398 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

劣後特約付社債の償還による支出 △10,000 △5,000 

財務活動としての資金調達による支出 △402 △246 

配当金の支払額 △974 △974 

非支配株主への配当金の支払額 △1 △1 

自己株式の取得による支出 △12 △5 

自己株式の売却による収入 151 160 

リース債務の返済による支出 △799 △862 

財務活動によるキャッシュ・フロー △12,039 △6,929 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △29 △42 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,514 △23,866 

現金及び現金同等物の期首残高 47,057 57,572 

現金及び現金同等物の期末残高 57,572 33,706 
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(5)継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(6)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

会計方針の変更 

（「企業結合に関する会計基準」等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下、「企業結合会計基準」と

いう。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下、「連結会計基

準」という。）および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下、

「事業分離等会計基準」という。）等を、当連結会計年度から適用し、支配が継続している場合の子会社お

よび子法人等に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を

発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、当連結会計年度の期首以後

実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日

の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、当期純利益等の表示

の変更および少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。 

当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-２項（４）、連結会計基準第44-５項

（４）および事業分離等会計基準第57-４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度

の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当連結会計年度において、連結財務諸表に与える影響額はありません。 

 

未適用の会計基準等 

（「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）） 

（１）概要 

本適用指針は、主に日本公認会計士協会 監査委員会報告66号「繰延税金資産の回収可能性の判断に関

する監査上の取扱い」において定められている繰延税金資産の回収可能性に関する指針について基本的

にその内容を引き継いだ上で、一部見直しが行われたものです。 

（２）適用予定日 

当行は、当該適用指針を平成28年４月１日に開始する連結会計年度の期首から適用する予定であります。 

（３）当該会計基準等の適用による影響 

当該適用指針の適用による影響は、評価中であります。 

 

追加情報 

（従業員持株ＥＳＯＰ信託） 

当行は平成24年２月７日開催の取締役会決議に基づいて、「従業員持株ＥＳＯＰ信託」（以下「ＥＳＯＰ

信託」という。）を導入し、同年３月９日に信託契約を締結いたしました。 

ＥＳＯＰ信託による当行株式の取得・処分については、当行がＥＳＯＰ信託の債務を保証しており、経

済的実態を重視し、当行とＥＳＯＰ信託は一体であるとする会計処理を行っております。従って、ＥＳＯ

Ｐ信託が所有する当行株式については、連結貸借対照表、連結株主資本等変動計算書および連結キャッシ

ュ・フロー計算書において自己株式として処理しております。また、ＥＳＯＰ信託の資産および負債なら

びに費用については連結貸借対照表、連結損益計算書および連結株主資本等変動計算書ならびに連結キャ

ッシュ・フロー計算書に含めて計上しております。 
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（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用） 

当行は、当行の成長を支える従業員に対する福利厚生制度をより一層充実させるとともに、株価上昇へ

のインセンティブを付与することにより、当行の業績や株式価値に対する従業員の意識を更に高め、中長

期的な企業価値の向上を図ることを目的に、従業員インセンティブ・プラン「従業員持株ＥＳＯＰ信託」

（以下、「ＥＳＯＰ信託」という。）を導入しております。 

ＥＳＯＰ信託とは、米国のＥＳＯＰ（Employee Stock Ownership Plan）制度を参考に、従業員持株会の

仕組みを応用した信託型の従業員インセンティブ・プランであり、当行株式を活用した従業員の財産形成

を促進する貯蓄制度の拡充（福利厚生制度の拡充）を図る目的を有するものをいいます。 

 

１．取引の概要 

当行が「中京銀行従業員持株会」（以下、「当行持株会」という。）に加入する従業員のうち一定の要件

を充足する者を受益者とする信託を設定し、当該信託は今後５年間にわたり当行持株会が取得すると見

込まれる数の当行株式を一括して取得いたします。その後、当該信託は当行株式を毎月一定日に当行持

株会に売却いたします。当該信託は、保有する当行株式の議決権を、当行持株会の議決権割合に応じて

行使いたします。信託終了時に、株価の上昇により信託収益がある場合には、受益者たる従業員の拠出

割合に応じて金銭が分配されます。株価の下落により譲渡損失が生じ信託財産に係る債務が残る場合に

は、金銭消費貸借契約の保証条項に基づき、当行が株式取得資金を借入れした銀行に対して一括して弁

済するため、従業員の追加負担はありません。 

 

２．信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する会計基準 

「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 

平成27年３月26日）第20項を適用し、従来採用していた方法を継続しております。 

 

３．信託が保有する自社の株式に関する事項 

信託が保有する当行株式の信託における帳簿価額は、前連結会計年度末263百万円、当連結会計年度末

117百万円で、株主資本において自己株式として計上しております。また、当該株式の期末株式数は、前

連結会計年度末1,183千株、当連結会計年度末527千株、期中平均株式数は前連結会計年度1,536千株、当

連結会計年度861千株であり、１株当たり情報の算定上、控除する自己株式に含めております。 

 

（税効果会計関係） 

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）および「地方税法等の一部を改正する等の

法律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月29日に成立し、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年

度から法人税率等の引下げが行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産および繰延税金負債

の計算に使用する法定実効税率は従来の32.06％から、平成28年４月１日に開始する連結会計年度および平

成29年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については30.69％に、平成30年４

月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異等については30.46％となります。この税

率変更により、繰延税金資産は162百万円減少し、その他有価証券評価差額金は513百万円増加し、法人税

等調整額は153百万円増加しております。再評価に係る繰延税金負債は139百万円減少し、土地再評価差額

金は同額増加しております。 
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(7)連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報等） 

 【セグメント情報】 

当行グループは、銀行業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

【関連情報】 

 前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

 １．サービスごとの情報 

（単位：百万円） 

 貸出業務 
有価証券 

投資業務 
その他 合計 

外部顧客に対する 

経常収益 
16,321 7,968 7,958 32,248 

   （注）一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

 

２．地域ごとの情報 

(1)経常収益 

当行グループは、本邦の外部顧客に対する経常収益に区分した金額が連結損益計算書の経常収益の90％

を超えるため、記載を省略しております。 

 

 (2)有形固定資産 

当行グループは、本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の

90％を超えるため、記載を省略しております。 

 

３．主要な顧客ごとの情報 

特定の顧客に対する経常収益で連結損益計算書の経常収益の10％以上を占めるものがないため、記載を省

略しております。 

 

 当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

 １．サービスごとの情報 

（単位：百万円） 

 貸出業務 
有価証券 

投資業務 
その他 合計 

外部顧客に対する 

経常収益 
15,265 8,335 8,478 32,079 

   （注）一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

 

２．地域ごとの情報 

(1)経常収益 

当行グループは、本邦の外部顧客に対する経常収益に区分した金額が連結損益計算書の経常収益の90％

を超えるため、記載を省略しております。 

 

 (2)有形固定資産 

当行グループは、本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の

90％を超えるため、記載を省略しております。 

 

３．主要な顧客ごとの情報 

特定の顧客に対する経常収益で連結損益計算書の経常収益の10％以上を占めるものがないため、記載を省

略しております。 

 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】  

当行グループは、銀行業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】  

該当事項はありません。 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

該当事項はありません。 
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（１株当たり情報） 

 
前連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 
至 平成27年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日） 

１株当たり純資産額 512円34銭 501円22銭 

１株当たり当期純利益金額 14円21銭 18円64銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 14円18銭 18円58銭 

（注）１．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

  
前連結会計年度 

（平成27年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成28年３月31日） 

純資産の部の合計額 百万円 111,574 109,647 

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 1,240 1,353 

（うち新株予約権） 百万円 93 142 

（うち非支配株主持分） 百万円 1,147 1,211 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 110,333 108,293 

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数 

千株 215,351 216,059 

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式数については、自己名義所有株式分を控除する他、 

ＥＳＯＰ信託が所有する自己株式（前連結会計年度末 1,183 千株、当連結会計年度末 527 千株）を控除し算

定しております。 
 
（注）２．１株当たり当期純利益金額および潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のと

おりであります。 

  
前連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 
至 平成27年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日） 

１株当たり当期純利益金額   

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 3,057 4,022 

普通株主に帰属しない金額 百万円 － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益 

百万円 3,057 4,022 

普通株式の期中平均株式数 千株 215,008 215,714 

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

 親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 － － 

 普通株式増加数 千株 512 745 

（うち新株予約権） 千株 512 745 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調
整後1株当たり当期純利益の算定に含め
なかった潜在株式の概要 

 － － 

１株当たり当期純利益金額および潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定に用いられた普通株

式の期中平均株式数については、自己名義所有株式分を控除する他、ＥＳＯＰ信託が所有する自己株式

（前連結会計年度 1,536千株、当連結会計年度 861千株）を控除し算定しております。 
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（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表
 

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当事業年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

現金預け金 58,012 34,211 

現金 20,468 18,951 

預け金 37,544 15,260 

商品有価証券 195 － 

商品国債 195 － 

有価証券 566,445 575,995 

国債 231,088 233,240 

地方債 45,081 44,936 

社債 73,042 85,020 

株式 47,967 41,573 

その他の証券 169,265 171,225 

貸出金 1,260,841 1,274,682 

割引手形 13,005 12,067 

手形貸付 62,619 60,450 

証書貸付 968,330 982,997 

当座貸越 216,886 219,166 

外国為替 6,120 7,542 

外国他店預け 1,640 2,784 

買入外国為替 1,401 1,051 

取立外国為替 3,078 3,705 

その他資産 5,780 6,531 

未決済為替貸 311 256 

前払費用 0 0 

未収収益 1,775 1,660 

金融派生商品 1,736 3,030 

金融商品等差入担保金 400 － 

その他の資産 1,556 1,584 

有形固定資産 21,414 20,946 

建物 3,699 3,653 

土地 15,873 15,117 

リース資産 587 1,539 

その他の有形固定資産 1,254 635 

無形固定資産 3,550 4,107 

ソフトウエア 518 1,618 

リース資産 2,959 2,416 

その他の無形固定資産 72 72 

支払承諾見返 6,029 5,187 

貸倒引当金 △16,114 △10,674 

資産の部合計 1,912,276 1,918,530 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当事業年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

預金 1,717,111 1,719,160 

当座預金 89,058 90,741 

普通預金 734,067 766,335 

貯蓄預金 13,022 12,445 

通知預金 8,286 4,852 

定期預金 839,166 816,117 

定期積金 15,137 15,088 

その他の預金 18,371 13,579 

コールマネー 15,000 10,000 

借用金 13,807 32,350 

借入金 13,807 32,350 

外国為替 13 85 

外国他店借 13 73 

未払外国為替 － 12 

社債 20,000 15,000 

その他負債 16,613 16,321 

未決済為替借 680 715 

未払法人税等 265 115 

未払費用 1,651 1,546 

前受収益 799 819 

給付補填備金 2 2 

金融派生商品 2,787 2,125 

金融商品等受入担保金 － 436 

リース債務 3,912 4,392 

資産除去債務 94 100 

その他の負債 6,420 6,067 

賞与引当金 723 708 

退職給付引当金 3,724 3,096 

睡眠預金払戻損失引当金 396 375 

偶発損失引当金 769 546 

繰延税金負債 7,549 6,518 

再評価に係る繰延税金負債 2,982 2,664 

支払承諾 6,029 5,187 

負債の部合計 1,804,721 1,812,014 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当事業年度 

(平成28年３月31日) 

純資産の部    

資本金 31,844 31,844 

資本剰余金 23,184 23,184 

資本準備金 23,184 23,184 

利益剰余金 18,780 21,816 

利益準備金 2,403 2,598 

その他利益剰余金 16,377 19,218 

固定資産圧縮積立金 49 48 

別途積立金 11,000 11,000 

繰越利益剰余金 5,327 8,169 

自己株式 △542 △379 

株主資本合計 73,267 76,466 

その他有価証券評価差額金 28,899 24,846 

繰延ヘッジ損益 △267 △424 

土地再評価差額金 5,562 5,484 

評価・換算差額等合計 34,194 29,906 

新株予約権 93 142 

純資産の部合計 107,555 106,515 

負債及び純資産の部合計 1,912,276 1,918,530 
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（２）損益計算書
 

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

経常収益 31,241 31,164 

資金運用収益 23,576 22,709 

貸出金利息 16,240 15,195 

有価証券利息配当金 7,173 7,373 

コールローン利息 0 0 

預け金利息 36 46 

金利スワップ受入利息 31 － 

その他の受入利息 94 93 

役務取引等収益 5,035 5,150 

受入為替手数料 1,506 1,477 

その他の役務収益 3,528 3,673 

その他業務収益 1,740 1,891 

外国為替売買益 1,209 － 

国債等債券売却益 531 143 

金融派生商品収益 － 1,748 

その他経常収益 888 1,412 

貸倒引当金戻入益 0 － 

償却債権取立益 2 1 

株式等売却益 251 816 

その他の経常収益 634 594 

経常費用 26,046 25,669 

資金調達費用 2,208 2,076 

預金利息 1,481 1,367 

コールマネー利息 0 0 

債券貸借取引支払利息 3 0 

借用金利息 13 29 

社債利息 392 224 

金利スワップ支払利息 194 342 

その他の支払利息 122 110 

役務取引等費用 1,851 1,986 

支払為替手数料 320 320 

その他の役務費用 1,531 1,665 

その他業務費用 2,349 1,935 

外国為替売買損 － 1,927 

商品有価証券売買損 3 2 

国債等債券売却損 990 5 

国債等債券償却 154 － 

金融派生商品費用 1,200 － 

営業経費 18,629 18,423 

その他経常費用 1,006 1,248 

貸倒引当金繰入額 － 90 

貸出金償却 0 － 

株式等売却損 17 217 

株式等償却 0 119 

その他の経常費用 988 821 

経常利益 5,195 5,494 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

特別利益 17 157 

固定資産処分益 17 157 

特別損失 472 621 

固定資産処分損 31 19 

減損損失 441 602 

税引前当期純利益 4,739 5,030 

法人税、住民税及び事業税 493 35 

法人税等調整額 1,445 1,193 

法人税等合計 1,939 1,228 

当期純利益 2,800 3,801 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

                  (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本
合計 

  

資本準備
金 

資本剰余
金合計 

利益準備
金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計   

固定資産
圧縮積立
金 

別途積立
金 

繰越利益
剰余金 

当期首残高 31,844 23,184 23,184 2,208 49 11,000 4,197 17,455 △707 71,777 

会計方針の変更による累積
的影響額     －       △388 △388   △388 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

31,844 23,184 23,184 2,208 49 11,000 3,809 17,067 △707 71,389 

当期変動額                     

剰余金の配当       194     △1,169 △974   △974 

当期純利益             2,800 2,800   2,800 

固定資産圧縮積立金の積立         2   △2 －   － 

固定資産圧縮積立金の取崩         △2   2 －   － 

自己株式の取得                 △12 △12 

自己株式の処分             △4 △4 177 172 

土地再評価差額金の取崩             △108 △108   △108 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）                     

当期変動額合計 － － － 194 △0 － 1,518 1,712 165 1,878 

当期末残高 31,844 23,184 23,184 2,403 49 11,000 5,327 18,780 △542 73,267 

 

             

  評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

土地再評価
差額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 15,334 △203 5,150 20,281 43 92,102 

会計方針の変更による累積
的影響額       －   △388 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

15,334 △203 5,150 20,281 43 91,714 

当期変動額             

剰余金の配当           △974 

当期純利益           2,800 

固定資産圧縮積立金の積立           － 

固定資産圧縮積立金の取崩           － 

自己株式の取得           △12 

自己株式の処分           172 

土地再評価差額金の取崩           △108 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

13,564 △64 412 13,912 50 13,962 

当期変動額合計 13,564 △64 412 13,912 50 15,841 

当期末残高 28,899 △267 5,562 34,194 93 107,555 
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当事業年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

                  (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本
合計 

  

資本準備
金 

資本剰余
金合計 

利益準備
金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計   

固定資産
圧縮積立
金 

別途積立
金 

繰越利益
剰余金 

当期首残高 31,844 23,184 23,184 2,403 49 11,000 5,327 18,780 △542 73,267 

当期変動額                     

剰余金の配当       194     △1,169 △974   △974 

当期純利益             3,801 3,801   3,801 

固定資産圧縮積立金の積立         1   △1 -   - 

固定資産圧縮積立金の取崩         △2   2 -   - 

自己株式の取得                 △5 △5 

自己株式の処分             △9 △9 168 158 

土地再評価差額金の取崩             218 218   218 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）                     

当期変動額合計 - - - 194 △1 - 2,842 3,035 163 3,199 

当期末残高 31,844 23,184 23,184 2,598 48 11,000 8,169 21,816 △379 76,466 

 

             

  評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

土地再評価
差額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 28,899 △267 5,562 34,194 93 107,555 

当期変動額             

剰余金の配当           △974 

当期純利益           3,801 

固定資産圧縮積立金の積立           - 

固定資産圧縮積立金の取崩           - 

自己株式の取得           △5 

自己株式の処分           158 

土地再評価差額金の取崩           218 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△4,052 △156 △78 △4,287 48 △4,239 

当期変動額合計 △4,052 △156 △78 △4,287 48 △1,039 

当期末残高 24,846 △424 5,484 29,906 142 106,515 
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(4)継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
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７．その他 

 役員の異動 

  役員の異動につきましては、本日発表の「代表取締役および役員の異動に関するお知らせ」をご覧

ください。 
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Ⅰ.平成28年３月期決算の概況

１．損益状況 【単体・連結】 ････････････ 1

２．業務純益 【単体】 ････････････ 4

３．利鞘 【単体】 ････････････ 4

４．有価証券関係損益 【単体】 ････････････ 4

５．ＲＯＥ 【単体・連結】 ････････････ 5

６．自己資本比率（国内基準） 【単体・連結】 ････････････ 5

Ⅱ.貸出金等の状況

１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況 【単体・連結】 ････････････ 6

２．金融再生法開示債権の状況 【単体】 ････････････ 7

３．不良債権の開示基準別残高 【単体】 ････････････ 8

４．業種別貸出状況等

①業種別貸出金 【単体】 ････････････ 9

②消費者ローン残高 【単体】 ････････････ 9

③中小企業等貸出残高・比率 【単体】 ････････････ 9

Ⅲ.有価証券の評価損益

１．有価証券の評価基準 【単体・連結】 ････････････ 10

２．評価損益 【単体】 ････････････ 10

Ⅳ.平成29年３月期業績予想 【単体・連結】 ････････････ 11

    ※ 本表の記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。
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Ⅰ.平成28年３月期決算の概況

 １．損益状況 ＜参考＞平成29年３月期予想

・決算の状況（単体ベース）

(単位:百万円)

31,241 31,164 △77 28,300 △2,864

( 21,367 ) ( 20,633 ) ( △734 )

( 3,183 ) ( 3,164 ) ( △19 )

( 5 ) ( △181 ) ( △186 )

24,557 23,616 △941

△614 137 751

( う ち 債 券 売 却 損 益 ) ( △459 ) ( 137 ) ( 596 )

( う ち 債 券 償 却 ) ( 154 ) ( - ) ( △154 )

23,942 23,753 △189

18,618 18,409 △209

5,323 5,344 21 4,500 △844

( 5,938 ) ( 5,206 ) ( △732 ) ( 4,500 ) ( △706 )

- △327 △327

5,323 5,672 349 4,800 △872

・不良債権貸倒処理額 △221 △623 △402

・貸倒引当金戻入益 0 - △0

・偶発損失引当金戻入益 - 5 5

・株式関係損(△)益 233 479 246

( う ち 株 式 等 売 却 益 ) ( 251 ) ( 816 ) ( 565 )

( う ち 株 式 等 売 却 損 ) ( 17 ) ( 217 ) ( 200 )

( う ち 株 式 等 償 却 ) ( 0 ) ( 119 ) ( 119 )

・その他の臨時損(△)益 △141 △39 102

5,195 5,494 299 4,000 △1,494

・特別損(△)益 △455 △464 △9

4,739 5,030 291

1,939 1,228 △711

2,800 3,801 1,001 2,900 △901

        ※  平成28年３月期

             (1)有価証券の減損処理    115百万円〔27年３月期  　 154百万円〕

①その他有価証券で時価のあるもののうち、当該有価証券の期末の時価が取得原価に比べて

　30％以上下落し、概ね１年以内に時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められる

　もの以外のもの、および信用リスク（自己査定における債務者区分、外部格付等）に起因

　して時価が著しく下落したものについては、すべて減損処理の対象としております。

②28年３月期および27年３月期の減損処理対象はそれぞれ次のとおりです。

28年３月期　　株　　式　    115百万円　（株式関係損益に計上）

27年３月期　　社　　債　    154百万円　（債券関係損益に計上）

             (2)不良債権の貸倒引当償却費用     289百万円〔27年３月期　　  221百万円〕

①不良債権貸倒処理額623百万円から一般貸倒引当金取崩額327百万円と偶発損失引当金戻入益

　5百万円を控除したものです。

②27年３月期は一般貸倒引当金取崩額・個別貸倒引当金繰入額の合計額が0百万円の取崩超過

　となるため、臨時損益に「貸倒引当金戻入益」として計上しております。

             (3)固定資産の減損処理　     602百万円〔27年３月期　　　441百万円〕

減損損失額は、特別損益に計上しております。

             (4)その他有価証券評価損益（28年３月末）    34,579百万円〔27年３月末   40,892百万円〕

（減損処理後）

当期純利益

業 務 純 益
(一般貸倒引当金繰入前)

（うちコア業務純益）

経 常 利 益

税引前当期純利益

( 役 務 取 引 等 利 益 )

( そ の 他 )

コア業務粗利益

・法人税等引当および
  法人税調整額

・一般貸倒引当金繰入取崩(△)

経常収益

業 務 純 益

・経　　費

・債券関係損(△)益

業務粗利益

( 資 金 利 益 )

比 較28年３月期 比 較27年３月期
29年３月期

予  想

(3)=(1)+(2)

(3)-(4)

(1)-(4)

(2)

(4)

(1)

(5)

(3)-(4)-(5)
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【 単  体 】 (単位：百万円)

1 31,241 31,164 △77

2 23,942 23,753 △189

3 24,557 23,616 △941

4 21,367 20,633 △734

5 3,183 3,164 △19

6 △608 △44 564

7 △614 137 751

8 18,618 18,409 △209

9 10,216 10,118 △98

10 7,405 7,127 △278

11 997 1,162 165

12 5,323 5,344 21

13 5,938 5,206 △732

14 - △327 △327

15 5,323 5,672 349

16 △614 137 751

17 △128 △177 △49

18 221 623 402

貸 出 金 償 却 19 0 - △0

個 別 貸 倒 引 当 金 純 繰 入 額 20 - 418 418

延 滞 債 権 等 売 却 損 21 - 205 205

偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額 22 221 - △221

そ の 他 不 良 債 権 処 理 額 23 - - -

24 - - -

25 0 - △0

26 - 5 5

26 221 289 68

27 233 479 246

株 式 等 売 却 益 28 251 816 565

株 式 等 売 却 損 29 17 217 200

株 式 等 償 却 30 0 119 119

31 △141 △39 102

うち退職給付会計導入変更時差異償却 32 △225 - 225

33 5,195 5,494 299

34 △455 △464 △9

35 △14 137 151

固 定 資 産 処 分 益 36 17 157 140

固 定 資 産 処 分 損 37 31 19 △12

38 441 602 161

39 4,739 5,030 291

40 493 35 △458

41 1,445 1,193 △252

42 2,800 3,801 1,001

(貸倒引当償却費用①＋②＋③－④-⑤)

⑤ 偶 発 損 失 引 当 金 戻 入 益

業 務 純 益

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入

(除く国債等債券損益(５勘定尻))

資 金 利 益

コ ア 業 務 純 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

27年３月期

物 件 費

臨 時 損 益

業 務 純 益 ( 一 般 貸 倒 繰 入 前 )

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 )

人 件 費

業 務 粗 利 益

うち国債等債券損益(５勘定尻)

経 常 利 益

役 務 取 引 等 利 益

株 式 等 関 係 損 益

③特定海外債権引当勘定繰入額

② 不 良 債 権 処 理 額

税 金

そ の 他 臨 時 損 益

そ の 他 業 務 利 益

④ 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

28年３月期
27年３月期比

法 人 税 等 調 整 額

経 常 収 益

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

当 期 純 利 益

う ち 減 損 損 失

う ち 固 定 資 産 処 分 損 益

特 別 損 益
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【 連  結 】 (単位：百万円)

1 32,248 32,079 △169

2 25,114 24,881 △233

3 21,448 20,703 △745

4 4,038 4,005 △33

5 △372 173 545

6 19,356 19,091 △265

7 224 152 △72

8 3 1 △2

9 - 504 504

10 - △353 △353

11 221 - △221

12 22 - △22

13 - 5 5

14 245 479 234

15 47 33 △14

16 △145 △241 △96

17 5,702 5,913 211

18 △455 △464 △9

19 5,247 5,449 202

20 609 99 △510

21 1,502 1,261 △241

22 3,134 4,088 954

23 77 66 △11

24 3,057 4,022 965

(注) 連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）

                  ＋（その他業務収益－その他業務費用）

(連結対象会社数)

4 社 4 社 0 社

1 1 0

経 常 収 益

一 般 貸 倒 引 当 金 純 繰 入 額

営 業 経 費

個 別 貸 倒 引 当 金 純 繰 入 額

役 務 取 引 等 利 益

連 結 粗 利 益

資 金 利 益

貸 出 金 償 却

貸 倒 償 却 引 当 費 用

27年３月期
27年３月期比

28年３月期

非支配株主に帰属する当期純利益

当 期 純 利 益

持 分 法 に よ る 投 資 損 益

そ の 他

そ の 他 業 務 利 益

特 別 損 益

株 式 等 関 係 損 益

偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

持 分 法 適 用 会 社 数

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

親会社株主に帰属する当期純利益

偶 発 損 失 引 当 金 戻 入 益

経 常 利 益

連 結 子 会 社 数

株式会社中京銀行(8530) 平成28年３月期 決算短信

－ 3 －



２．業務純益

【 単  体 】 （単位：百万円）

5,323 5,344 21

4,328 4,376 48

5,938 5,206 △732

4,827 4,264 △563

5,323 5,672 349

4,328 4,645 317

※ 職員数は、臨時雇員、嘱託および出向職員を除いた期中平均人員としております。

３．利鞘

【 単  体 】 （単位：％）

1.33 1.24 △0.09

1.35 1.23 △0.12

1.36 1.36 0.00

1.21 1.16 △0.05

1.20 1.15 △0.05

0.08 0.07 △0.01

1.11 1.07 △0.04

0.12 0.08 △0.04

0.15 0.08 △0.07

４．有価証券関係損益

【 単  体 】 （単位：百万円）

△614 137 751

531 143 △388

- - -

990 5 △985

- - -

154 - △154

233 479 246

251 816 565

17 217 200

0 119 119

28年３月期

(3) 業 務 純 益

職 員 一 人 当 た り （ 千 円 ）

職 員 一 人 当 た り （ 千 円 ）

27年３月期
27年３月期比

28年３月期

27年３月期
27年３月期比

(2) 業務純益

(1) 業務純益(一般貸倒引当金繰入前)

職 員 一 人 当 た り （ 千 円 ）

資 金 運 用 利 回

(A-C)

資 金 調 達 原 価

預 金 等 原 価

総 資 金 利 鞘

(A)

(B)

(C)

(D)

預 貸 金 利 鞘

預 金 等 利 回

経 費 率

売 却 損

(B-D)

貸 出 金 利 回

有 価 証 券 利 回

27年３月期
27年３月期比

償 還 損

償 却

28年３月期

償 却

売 却 損

国 債 等 債 券 損 益 （ ５ 勘 定 尻 ）

売 却 益

償 還 益

株 式 等 損 益 （ ３ 勘 定 尻 ）

売 却 益

一般貸倒引当金繰入前
債券５勘定尻除く
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５．ＲＯＥ

【 単  体・連  結 】 （単位：％）

5.33 5.30 △0.03

2.99 3.67 0.68

                  　　　業務純益又は当期純利益

             (期首純資産の部合計＋期末純資産の部合計)÷２

(単体)のＲＯＥについては、期首期末の純資産の部合計から新株予約権を除いております。

 (連結)のＲＯＥについては、期首期末の純資産の部合計からから新株予約権および非支配株主持分を除いております。

６．自己資本比率（国内基準）

【 単  体 】 （単位：百万円）

自 己 資 本 比 率 (2) ／ (3) 9.97% 9.47% △0.50%

単体における自己資本の額 99,446 96,054 △3,392

リ ス ク ・ ア セ ッ ト の 額 996,822 1,013,488 16,666

単体所要自己資本額 (3)×4％ 39,872 40,539 667

【 連  結 】 （単位：百万円）

自 己 資 本 比 率 (2) ／ (3) 10.28% 9.74% △0.54%

連結における自己資本の額 103,455 99,711 △3,744

リ ス ク ・ ア セ ッ ト の 額 1,005,710 1,023,019 17,309

連結所要自己資本額 (3)×4％ 40,228 40,920 692

平成28年３月末

27年３月期 28年３月期
27年３月期比

業 務 純 益 ベ ー ス （ 単 体 ）

当 期 純 利 益 ベ ー ス （ 連 結 ）

平成27年３月末 平成28年３月末
27年３月期比

27年３月期比
平成27年３月末

(1)

(2)

(3)

(4)

(1)

(2)

(3)

(4)

※  ＲＯＥ ＝
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Ⅱ.貸出金等の状況

１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況
【 単  体 】 （単位：％、百万円）

16,114 10,674 △5,440

3,572 3,244 △328

12,541 7,430 △5,111

- - -

- - -

3,229 1,237 △1,992

37,993 25,990 △12,003

38 34 △4

9,252 9,194 △58

50,514 36,456 △14,058

31.90 29.27 △2.63

1,260,841 1,274,682 13,841

0.25 0.09 △0.16

3.01 2.03 △0.98

0.00 0.00 0.00

0.73 0.72 △0.01

4.00 2.86 △1.14

【 連  結 】 （単位：％、百万円）

17,251 11,628 △5,623

3,716 3,362 △354

13,535 8,266 △5,269

- - -

- - -

3,237 1,246 △1,991

38,243 26,198 △12,045

38 34 △4

9,324 9,244 △80

50,844 36,723 △14,121

1,260,725 1,274,253 13,528

0.25 0.09 △0.16

3.03 2.05 △0.98

0.00 0.00 0.00

0.73 0.72 △0.01

4.03 2.88 △1.15

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ）

貸
出
金
残
高
比

破 綻 先 債 権 額

延 滞 債 権 額

３ ヵ 月 以 上 延 滞 債 権 額

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

合 計

合 計

一 般 貸 倒 引 当 金

個 別 貸 倒 引 当 金

特 定 海 外 債 権 引 当 勘 定

債 権 売 却 損 失 引 当 金

リ
ス
ク
管
理
債
権

合 計

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

平成27年3月末
平成27年3月末比

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

貸 倒 引 当 金

破 綻 先 債 権 額

延 滞 債 権 額

３ ヵ 月 以 上 延 滞 債 権 額

平成28年3月末

平成27年3月末 平成28年3月末

リ
ス
ク
管
理
債
権

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ）

貸
出
金
残
高
比

破 綻 先 債 権 額

延 滞 債 権 額

３ ヵ 月 以 上 延 滞 債 権 額

延 滞 債 権 額

３ ヵ 月 以 上 延 滞 債 権 額

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

合 計 （ Ｂ ）

引 当 率 （ Ａ ） ／ （ Ｂ ）

破 綻 先 債 権 額

平成27年3月末比

貸 倒 引 当 金 （ Ａ ）

債 権 売 却 損 失 引 当 金

一 般 貸 倒 引 当 金

個 別 貸 倒 引 当 金

特 定 海 外 債 権 引 当 勘 定
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２．金融再生法開示債権の状況

【 単  体 】 （単位：％、百万円）

( 100.00 ) 15,385 ( 100.00 ) 10,868 ( 0.00 ) △4,517

( 85.23 ) 27,463 ( 86.50 ) 17,574 ( 1.27 ) △9,889

( 43.41 ) 9,291 ( 43.96 ) 9,228 ( 0.55 ) △63

( 82.14 ) 52,139 ( 79.97 ) 37,671 ( △2.17 ) △14,468

1,226,039 1,255,828 29,789

1,278,179 1,293,499 15,320

※（  ）内は各区分の保全率を表示しております。

4.08 2.91 △1.17

42,826 30,126 △12,700

13,697 8,447 △5,250

29,128 21,679 △7,449

※ 貸倒引当金には正常債権に対する一般貸倒引当金を含んでおりません。

危 険 債 権

平成27年3月末
平成27年3月末比

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権

平成28年3月末

貸 倒 引 当 金

担 保 保 証 等

要 管 理 債 権

合 計 （ Ａ ）

保 全 額

正 常 債 権

総 与 信 合 計 （ Ｂ ）

総与信に対する比率（Ａ）/（Ｂ）
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３．不良債権の開示基準別残高【 単  体 】

（単位：百万円）

与信残高 債権区分 与信残高
担保・保証に
よる保全額 引当額 保全率 開示区分 残　高

1,237 破綻先債権 1,237

9,630

17,574 危険債権 17,574 13,480 1,720 86.50%

３ヵ月以上
延滞債権

34

貸出条件
緩和債権

9,194

小　計 37,671 21,679 8,447 79.97% 合　計 36,456

要管理先
以外の

要注意先
91,326

1,293,499 合　計 1,293,499

　　総与信：貸出金および貸出金に準ずる債権(銀行保証付私募債、
　　　　　  外国為替、未収利息、貸出金に準ずる仮払金、支払承諾見返)
　　保全率：(担保・保証等による保全額＋引当額)÷債権区分毎の金額

1,161,065

正常債権 1,255,828

合　計

正常先

43.96%

延滞債権

要管理債権 9,228 3,007 1,049

破綻懸念先

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権

要管理先

要
　
注
　
意
　
先

自己査定結果
（対象債権：総与信）

債務者区分

破綻先

実質破綻先

12,665

リスク管理債権
（対象債権：貸出金）

金融再生法開示債権
（対象債権：総与信、要管理債権は貸出金のみ）

5,677 100.00%10,868 5,191

25,990
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４．業種別貸出状況等

①業種別貸出金

【 単  体 】 （単位：百万円）

192,655 196,844 4,189

1,169 917 △252

1,422 1,132 △290

264 340 76

92,462 89,982 △2,480

22,953 25,052 2,099

7,350 6,406 △944

49,598 52,119 2,521

212,537 210,190 △2,347

70,601 70,343 △258

205,179 211,468 6,289

107,275 106,147 △1,128

14,718 13,777 △941

282,653 289,957 7,304

②消費者ローン残高

【 単  体 】 （単位：百万円）

371,287 385,554 14,267

359,866 373,760 13,894

11,421 11,793 372

③中小企業等貸出残高・比率

【 単  体 】 （単位：百万円、％）

987,109 1,002,779 15,670

78.28 78.66 0.38

平成27年3月末比

鉱 業 ・ 採 石 業 ・ 砂 利 採 取 業

漁 業

1,260,841 13,841

平成28年3月末

1,274,682

平成27年3月末

平成27年3月末比

平成27年3月末
平成27年3月末比

う ち 住 宅 ロ ー ン 残 高

消 費 者 ロ ー ン 残 高

平成28年3月末

平成28年3月末

金 融 業 ・ 保 険 業

不 動 産 業 ・ 物 品 賃 貸 業

中 小 企 業 等 貸 出 比 率

平成27年3月末

う ち そ の 他 ロ ー ン 残 高

そ の 他

中 小 企 業 等 貸 出 残 高

地 方 公 共 団 体

各 種 サ ー ビ ス 業

卸 売 業 ・ 小 売 業

国 内 店 分

（除く特別国際金融取引勘定）

製 造 業

農 業 ・ 林 業

建 設 業

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ・ 郵 便 業

株式会社中京銀行(8530) 平成28年３月期 決算短信
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Ⅲ.有価証券の評価損益

１．有価証券の評価基準

【単体・連結】

  時価法（評価差額を損益処理）

  償却原価法

  原価法

時 価 の あ る も の   時価法

時価を把握することが極め
て困難と認められるもの

  原価法

２．評価損益

【 単  体 】 （単位：百万円）

- - - - - -

40,892 42,122 1,230 34,579 38,166 3,586

株 式 22,671 22,874 202 17,318 17,565 246

債 券 7,418 7,448 29 9,130 9,134 4

そ の 他 10,801 11,800 998 8,130 11,466 3,335

40,892 42,122 1,230 34,579 38,166 3,586

株 式 22,671 22,874 202 17,318 17,565 246

債 券 7,418 7,448 29 9,130 9,134 4

そ の 他 10,801 11,800 998 8,130 11,466 3,335

平成27年3月末 平成28年3月末

うち評価益 うち評価損 うち評価益 うち評価損

評価損益 評価損益

売 買 目 的 有 価 証 券

満 期 保 有 目 的 の 有 価 証 券

そ の 他 有 価 証 券

合 計

満 期 保 有 目 的 の 有 価 証 券

そ の 他 有 価 証 券

子 会 社 及 び 関 連 会 社 株 式

株式会社中京銀行(8530) 平成28年３月期 決算短信
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Ⅳ.平成29年３月期業績予想

【 単  体 】 (単位：百万円、％)

通 期

28,300

24,300

4,000

[ ] [ 4,800 ] [ ] [ ] [ ]

( ) ( 4,500 ) ( ) ( ) ( )

2,900

(注) コア業務純益は、業務純益から一般貸倒引当金繰入・取崩額および債券関係損益を除いたもの。

【 連  結 】 (単位：百万円、％)

通 期

29,300

25,000

4,300

3,000

次  期(平28.4.1～平29.3.31) 当      期 対  当  期  増  減

中 間 期 (平27.4.1～平28.3.31) 金 額 増 減 率

△9.2

経 常 費 用 12,300 25,669 △1,369 △5.4

経 常 収 益 14,000 31,164 △2,864

△27.2

[ 業 務 純 益 ] 2,400 5,672 △872 △15.4

経 常 利 益 1,700 5,494 △1,494

△13.6

当期（中間）純利益 1,200 3,801 △901 △23.8

( コ ア 業 務 純 益 ) 2,000 5,206 △706

次  期(平28.4.1～平29.3.31) 当      期 対  当  期  増  減

中 間 期 (平27.4.1～平28.3.31) 金 額 増 減 率

△8.7

経 常 費 用 12,700 26,165 △1,165 △4.5

経 常 収 益 14,500 32,079 △2,779

△27.3

親会社株主に帰属する
当期（中間）純利益

1,300 4,022 △1,022 △25.5

経 常 利 益 1,800 5,913 △1,613
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